第４回医療通訳士協議会総会報告
ながさき宣言：「医療通訳士倫理規程」の誕生
　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県立大学大学院教授・医療通訳士協議会福会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　節子
　2011年7月9日、長崎市で第４回医療通訳士協議会総会を開催いたしました。本会では、総会と合わせて、医療通訳士協議会セミナー：テーマ「医療ツーリズムと医療通訳士の役割」を同時に開催いたしました。また財団法人長崎県国際交流協会が本年度から開催した「医療通訳人材育成講座」の一環としても行われました。会の主催は医療通訳士協議会・財団法人長崎県国際交流協会・日本グローバルヘルス研究センター、後援は長崎県・長崎県通訳案内士協会でした。
当日は九州のみならず全国から約130名の方が参加されました。まず、はじめに、「医療通訳士協議会セミナーによせて」というタイトルで高田　勇（財団法人長崎県国際交流協会理事長、地域国際化協会連絡協議会会長、元長崎県知事）様からすばらしいごあいさつをいただきました。以下にご紹介させていただきます。
医療通訳士協議会セミナーによせて
　　　　　　　　　　　　　
医療通訳士協議会セミナーが、斯界の権威者を迎えて日本の西洋医学発祥の地、長崎で開催されますことを、心からご歓迎と御礼を申し上げます。
近年、在住外国人や外国人観光客の増加に伴い、その生命や健康を守る上で重要な分野となる保健所や医療の現場において、日本と諸外国の言語・習慣等のギャップが障害となっていることから、これらの障害を埋める医療通訳等の支援体制をつくることにより、在住外国人や外国人観光客が安心して保健・医療サービスを受けられるような地域づくりを推進していくことが国際化推進の上で、本県の重要な課題であります。医療機関側にもインフォームドコンセントが求められておりますが、その際に不可欠な言葉が通じないという問題は大きいと思われます。当協会でも平成6年から「外国語が通じる医療機関リスト」を作成し、県内100を超える病院等が掲載されておりますが、医師不在等で対応できなかったことがあると聞いております。
現在、医療通訳には全国で通じる資格認定制度がないことや、外国人患者を受け入れてくれる医療機関と県、市町などの公的機関との連携、さらに外国人患者との間での通訳に係る費用負担の明確化等、解決しなければならない問題が多いのも事実であります。医療通訳士協議会は医療通訳士に対する適正な報酬と身分を保障するための制度の整備、医療通訳士の技術向上のための活動を行うことなどを目的とされておりますが、その中で、「医療通訳に関する全国的なネットワークの確立と情報交換」「医療通訳士に対する研修ガイドラインとマニュアルの作成」などにより、ご指導していただけますことは、手探り状態で、これから始めようとする私どもにとっては、期待するところが大きいものであり、今後とも、本協議会との連携協力体制は不可欠であります。
最後に、当協会におきましても、去る6月から、医療通訳人材養成講座を開設するにいたりましたが、これもひとえに、医療通訳士協議会の設立前から、2008年に長崎医療通訳フォーラムを開催される等、日本在住の外国人の方々への保健医療サービスのあり方について研究されてきた先駆者の一人で、精力的に活動されていた李節子長崎県立大学院教授のご指導、ご協力によるものであります。本講座には県下各地から85名の受講申し込みがあり、医療通訳に関する重要性の認識が高いこと、また、長崎県人の国際人としての可能性を痛感したところであります。
改めて、本セミナーが盛会裏に終わられますことを祈念しますとともに、今後、医療通訳についての国民の関心が高まることを期待します。
　　　　　　　　　　　　　　高田　勇（財団法人長崎県国際交流協会理事長・
　　　　　　　　　　　　　　　　地域国際化協会連絡協議会会長・元長崎県知事）
次ぎに、第４回医療通訳士協議会（JAMI）総会の後、基調講演として、松尾信昭先生（神戸夙川学院大学教授）に「医療ツーリズムと医療通訳士の役割」についてお話しをいただき、南谷かおり先生（りんくう総合医療センター市立泉佐野病院 健康管理センター長　国際外来担当医師）には、「外国人観光客（訪日外国人患者）への医療施設での取り組み」をご紹介いただきました。また、中村安秀先生（医療通訳士協議会(JAMI)会長）、竹迫和美様（国際医療通訳者協会（IMIA）日本支部長）から、「米国の医療通訳士の現状と役割」についての研究報告がありました。最後に、医療通訳士協議会(JAMI) 倫理委員会より「医療通訳士倫理規定」が公表されました。
全国初の医療通訳士倫理規程がこの長崎で産声をあげたことは非常に感慨深いものがあります。長崎は西洋医学発祥の地と言われておりますが、日本の「医療通訳士」も当時、活躍していたにちがいないからです。シーボルト医師（フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト：1823年に長崎出島で開業）が日本人を診察する際には、誰かが医師と患者の間の橋渡しを行い、主訴、生活習慣、文化などをシーボルトさんに伝え、診療できるようにしていたはずです。すなわち、医療通訳士が日本で最初に存在し仕事をしていた地が長崎です。その地で約200年の時を経て、ながさき宣言：「医療通訳士倫理規程」が出されたことは、感動的でもあり歴史的にもロマンスを感じます。
200年後の日本が、2011年7月9日の第４回医療通訳士協議会総会、ながさき宣言「医療通訳士倫理規程」をどのように伝えているでしょうか。あの日、あの時、あの場所で、、、。大河の源流も一滴からです。そんな事を強く感じた長崎の総会でした。
　最後に、長崎県・長崎県国際交流協会・長崎県通訳案内士協会の皆様の多大なご協力に医療通訳士協議会として深く感謝いたします。
　　　　
